
  書式第12号　（法第28条関係）

1. 事業の成果

２．事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に関する事業

事業内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象者
参加人数

支出金額
(千円)

患者さん・家族・医療者のための
｢がんの治療と暮らしフェア｣開催

2024/10/19
全国（オンライ
ン）、相良病院
（鹿児島県）

10人
がんサバイバー・家族、
一般市民、医療従事者など
延べ約1700人

3,264

がん治療と仕事の両立支援
管理職セミナー

2024/5/27、5/30、
6/11、6/27

東京都 2人
企業の人事・労務担当者、
産業カウンセラーなど
約120人

1,628

いのちの対話－アートとケア－
（だれでもピアノⓇ企画）

2024/1～12月
2024/2/29、5/28、

11/30
三重県、富山県 3人

音楽家、医療従事者、病院
事務職員、一般市民、など
不特定多数

719

がん病態栄養ケアセミナー 2024/12/8 東京都 3人
管理栄養士、看護師、医師
など約50人

2,606

がん患者さん向けアプリ開発コンテン
ツ監修

2024/1～12月 三重県 1人
がんサバイバー、管理栄養
士、作業療法士、看護師、
医師、開発担当者など15名

80

お一人様がん患者さん調査研究
2024/1～12月
2024/10/25

全国（オンライン
調査）、福岡県

3人
調査対象者206人、
がんサバイバー、医療従事者
など不特定多数

2,257

ＨＰ・ソーシャルメディア等による
情報提供

通年 事務局 1人 一般市民 不特定多数 413

『月刊社会保険』への記事掲載 2024/1～12月 全国 2人
『月刊社会保険』購読者、
一般市民  不特定多数

438

｢がんと働く｣リワークノート 通年 全国 1人
がんサバイバー、
医療従事者、産業保健関係
者、一般市民など不特定多数

1

｢がんの治療と暮らしのサポート
実践ガイド｣販売

通年 全国 1人
がんサバイバー・家族、
医療従事者、一般市民
など不特定多数

10

その他の書籍・朗読ＣＤ・グッズの
販売

通年 全国 1人
がんサバイバー・家族、
医療従事者、一般市民
不特定多数

20

(5)
がん患者とその家族・
友人等への各種カウン

セリング事業

心のケアプロジェクト
（グループカウンセリング実施）

2024/3/17、3/24、
3/31、4/7

新宿区 3人
がんサバイバー、家族、

医療従事者など10名
89

リボンズハウス設置支援
・ネットワーク会議開催

通年
リボンズハウスを
中心に全国（オン

ライン）
3人

がんサバイバー・家族、
支援者、医療従事者など
不特定多数

116(6)
がん患者とその家族・

友人等の交流・
情報交換・支援事業

(2) 調査研究事業

(3) がん等に関する情報の
収集提供事業

(4)
がん等に関する資料や
書籍・ケア商品等の
企画制作販売事業

2024年度　　事　業　報　告　書

自2024年1月1日　至2024年12月31日

特定非営利活動法人　キャンサーリボンズ

今年度は、キャンサーリボンズの16年間の活動の中でも比較的新しいテーマが具体化した年となりました。昨年度の事業報告書に
「今日的社会課題へのアプローチ」として掲げた「ひとりで暮らす人のがん治療と生活支援」では、まず実態把握のために実施し
た患者さん本人への調査結果を第62回日本癌治療学会学術集会で一般演題発表すると共に、NPOで取り組むべき課題についてディス
カッションを重ね、今後に向けた準備を進めています。「アートとケア－いのちの対話館」プロジェクトでは、ウェルビーイング
支援等を目的とした「だれでもピアノⓇ(自動伴奏追従機能付きピアノ)」の医療現場での活用に着手し、第３回日本地域医療学会
学術集会での一般演題発表という形で第一報を発信しました。これらは、キャンサーリボンズの土台であるこころのケアとも融合
していくものと考えています。一方、からだのケアの部分では、「食」プロジェクトで新しい展開がありました。「がん化学療法
開始前からの栄養介入」を管理栄養士と看護師の連携によって推進するとのコンセプトで両専門職が参加するセミナーを開催、高
い評価を得ています。一方で、コロナ禍などを経て再開したものもあります。一つがグループカウンセリング、もう一つが「がん
の治療と暮らしフェア」のリアルな場での開催(オンライン配信も実施)です。来年度もこれらの活動を拡げてまいる所存です。

事業名

(1)
セミナー・

シンポジウムの
企画開催事業


